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暴
力
団
等
の
進
出
を
防

ぎ
、
安
全
で
平
穏
に
生
活
で

き
る
町
を
つ
く
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

行
政
は
警
察
と
連
携
を
密

に
し
、
住
民
や
関
係
団
体
に

対
し
て
情
報
の
提
供
、
広
報
・

啓
発
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た

住
民
は
情
報
の
提
供
を
行
う

こ
と
、
暴
力
団
等
に
資
金
の

援
助
、
土
地
・
家
屋
の
売
買
、

賃
貸
を
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

暴
力
団
等
追
放
推
進
条
例

に
基
づ
き
、
町
営
住
宅
も
暴

力
団
等
関
係
者
の
入
居
を
排

除
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
入
居
資
格

や
同
居
資
格
に
、
暴
力
団
員
や

暴
力
団
等
関
係
団
体
の
構
成
員

で
な
い
こ
と
な
ど
を
加
え
た
も

の
で
す
。

　

国
は
緊
急
少
子
化
対
策
と
し

て
、
暫
定
的
に
出
産
育
児
一
時

金
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
改
正
は
国
の
暫
定

措
置
に
基
づ
く
も
の
で
、
平

成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

出
産
し
た
場
合
、
支
給
さ
れ

る
出
産
育
児
一
時
金
の
額
は

42
万
円
と
な
り
ま
す
。　

　

保
険
料
の
納
期
限
後
に
保
険

料
を
納
付
す
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
延
滞
金
利
率
が
軽
減
さ
れ
る

期
間
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

１
カ
月
間
で
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の

軽
減
適
用
期
間
が
３
カ
月
間
に

延
長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら

前
原
市
、
二
丈
町
、
志
摩
町

が
合
併
し
、
糸
島
市
が
発
足

す
る
た
め
、
全
市
町
村
が
加

入
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
を
構
成
す
る
市

町
村
数
及
び
規
約
を
改
正
し

ま
し
た
。

　

住
民
を
代
表
す
る
議
会
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
開
か
れ

た
議
会
と
な
る
に
は
ど
う
す

る
べ
き
か
、
ま
た
、
町
が
進

め
る
行
財
政
改
革
に
、
議
会

は
何
が
で
き
る
か
な
ど
の
調

査
研
究
を
す
る
た
め
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

暴
力
団
等
を
し
め
だ

し
、
安
全
で
平
穏
な

町
に

 

〜
暴
力
団
等　
　
　
　
　

追
放
推
進
条
例
〜

条
例
の
制
定
・
改
正

出
産
育
児
一
時
金
を

暫
定
的
に
引
き
上
げ

〜
国
民
健
康
保
険
条
例
〜

保
険
料
延
滞
金
利
率

軽
減
の
期
間
を
延
長

〜
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
〜

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

継
続
審
査

平
成
20
年
度
決
算
認
定

（
理
由
）

　

各
会
計
の
決
算
を
今
会
期

中
に
審
査
を
終
え
る
事
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
【
総
務
文
教
委
員
会
】

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

　

業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

　
【
民
生
産
業
委
員
会
】

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

　

運
営
費
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
○
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

　

計
○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

　

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費

　

特
別
会
計

○
病
院
事
業
会
計

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

　

会
計

　
【
決
算
特
別
委
員
会
】

○
一
般
会
計

町
営
住
宅
入
居
者
か

ら
暴
力
団
員
を
排
除

〜
町
営
住
宅
管
理
条
例
〜

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す

る
条
例
で
は
、
町
内
の
事
業

所
が
工
場
等
の
新
設
及
び
増

設
を
行
い
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
促
進
を
図
り
、
町
政

の
発
展
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
に
対
し
、
課
税
免
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

新
設
は
３
年
間
、
増
設
は

２
年
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更

〜
広
域
連
合
規
約
〜

全
員
賛
成
で
可
決

住
民
の
た
め
の
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て

〜
特
別
委
員
会
の
設
置
〜

全
員
賛
成
で
可
決

４
事
業
所
の
固
定
資
産
税
を
免
除

全
員
賛
成
で
可
決

納税義務者 課税免除額 区　分
北九州計装㈱ 360,500 新　設

第２年度

㈱ナガワ 924,100 新　設
第２年度

㈱若松メカニクス 927,600 増　設
第２年度

大石産業㈱ 8,144,100 増　設
第２年度

合  　 計 10,356,300

平成21年度固定資産税課税免除の内訳

賛 成 討 論

 警察や暴追団体、町
民とが協力し、暴力団
事務所の進出等を防止
することを定める条例
案に賛成します。

（原　哲也）

平
成
18
年
、
町
長
就

任
時
に
所
信
表
明
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
を
取
り

巻
く
環
境
が
一
変
す
る
中
、

３
年
５
カ
月
間
の
町
政
運
営

の
成
果
は
ど
う
で
し
た
か
。

第
４
次
総
合
計
画
を

策
定
し
、
行
財
政
改
革
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
公
金

横
領
問
題
の
発
覚
や
経
済
危

機
な
ど
で
施
策
、
改
革
が
十

分
で
は
な
い
中
、
一
定
の
成

果
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

所
信
表
明
の
件
で
す
が
、

合
併
は
、
進
展
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
も
合
併

に
向
け
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
は
、
付
加
価

値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
や

収
益
向
上
に
努
力
し
、
ブ
ド

ウ
は
県
下
統
一
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
都
市
基
盤
の
整
備

と
し
て
、
公
共
下
水
道
や
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
遠
賀
川

架
橋
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
一
部
用
途
地

域
の
見
直
し
も
行
い
、
商
工

業
、
住
宅
の
受
け
皿
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

教
育
文
化
で
す
が
、
町
内

各
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
鞍

手
町
の
歴
史
を
学
ん
で
い
ま

す
。
社
会
教
育
の
文
化
面
で

は
、
20
を
超
え
る
活
動
団
体

が
あ
り
、
生
涯
学
習
活
動
も

育
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
は
、
乳
幼
児

医
療
費
を
就
学
前
ま
で
無
料

に
し
ま
し
た
。
出
産
育
児
一

時
金
は
10
月
か
ら
42
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。

　

女
性
の
地
位
向
上
と
ま
ち

づ
く
り
参
画
促
進
は
、
本
年
４

月
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
を
制
定
、
施
行
し
、
今
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
活
環
境
及
び
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
す
が
、
特
に
河
川
管

理
等
住
環
境
の
整
備
が
必
要

で
、
水
害
対
策
と
し
て
、
西

川
の
改
修
に
取
り
組
む
と
い

う
県
の
回
答
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
山
の
浸
水
常

襲
地
区
に
つ
い
て
も
、
支
援
・

指
導
を
求
め
る
要
望
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

障
害
者
・
高
齢
者
の
福
祉

向
上
で
す
が
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
助
成
や
生
活
支
援
事

業
、
介
護
予
防
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

仮
称
筑
豊
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
及
び
遠
賀
川
橋
梁

建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

町
に
は
企
業
誘
致
等
の
計

画
、
企
画
は
あ
り
ま
す
か
。

厳
し
い
経
済
情
勢
で

す
が
、
住
宅
と
工
場
立
地
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

関
係
機
関
や
県
の
企
業
誘
致

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
の
地
の
利

を
活
か
し
て
、
物
流
関
係
の

倉
庫
業
が
適
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
。

町
内
や
近
隣
出
身

者
、
県
の
東
京
事
務
所
を
通

し
て
、
鞍
手
町
に
な
じ
む
も

の
は
な
い
か
と
努
力
は
し
て

い
ま
す
。

横
領
さ
れ
た
源
泉

所
得
税
、
町
県
民
税
、
社
会

保
険
料
等
を
町
の
公
金
か
ら

支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
総
額

は
い
く
ら
で
す
か
。
そ
の
う

ち
平
成
18
年
度
以
降
分
と
し

て
、
支
払
っ
た
額
は
。

町
が
補
填
し
た
総

額
は
６
３
０
１
万
円
で
、

平
成
18
年
度
以
降
分
は

２
８
３
２
万
３
千
円
で
す
。

柴
田
町
長
に
な
っ
て

以
降
、
２
８
０
０
万
円
以
上

を
横
領
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
長
自
身
は
こ
の
補
填
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

私
を
含
め
て
過
去
の

町
長
も
お
り
、
そ
の
辺
の
問

題
等
、
私
達
は
研
究
し
て
い

ま
す
。

ど
の
よ
う
に
回
収
す

る
か
１
年
経
っ
て
も
何
の
計

画
も
無
い
が
、
少
な
く
と
も

２
８
０
０
万
円
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
。

法
的
根
拠
も
調
べ
、

全
体
の
中
で
こ
の
問
題
を
ど

う
整
理
す
べ
き
か
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

長
年
監
査
を
行
い

な
が
ら
横
領
を
発
見
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
監
査
結
果

報
告
書
で
も
損
害
賠
償
請
求

額
や
横
領
の
事
実
な
ど
、
二

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

久保田　正之　議員

3 年 5カ月の町政運営の成果は

十分ではなかったが、一定の成果
もあったと思います　　（町長）

企
業
誘
致
等
の
計
画
、
企

画
は

岡﨑　邦博　議員

今
の
監
査
委
員
に
ま
だ
監

査
を
続
け
て
も
ら
う
の
か

工事が進む（仮称）筑豊インターチェンジ

町
長

質
問

町
の
公
金
か
ら
支
払
っ
た
お
金
の
回
収
は

ど
う
す
る
の
か

法
的
根
拠
も
調
べ
、
全
体
の
中
で
ど
う
整

理
す
べ
き
か
研
究
中
で
す　
　
　
（
町
長
）
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